
火　災　概　況　月　報 （令和６年１２月分）

　２０２４年度全国統一防火標語 『 守りたい　未来があるから　火の用心』

建 物 焼 損 建 物 焼 損 林 野 焼 損 火災損害額 焼損棟数 り災世帯数 り災人員
住宅(併用共同含） その他 床面積（㎡） 表面積（㎡） 面　 積 （ａ） （千円） （棟） （世帯） （人）

合 629 207 134 12 64 212 16,311 1,241 105 1,469,471 438 265 600

49 26 7 0 4 12 940 44 0 77,685 47 36 66

計 678 233 141 12 68 224 17,251 1,284 105 1,547,156 485 301 666

△ 32 41 △ 21 △ 14 13 △ 51 △ 1,291 0 △ 499 △ 65,891 △ 38 15 27

前 57 26 15 1 4 11 4,399 110 0 308,608 72 44 82

年 710 192 162 26 55 275 18,542 1,284 604 1,613,047 523 286 639

死　　者 負　傷　者

（人） （人）

合 30 111 629 36 45 5 58 43 26 17 31 20 253 95

6 10 49 1 1 0 3 0 3 3 1 2 18 17

計 36 121 678 37 46 5 61 43 29 20 32 22 271 112

11 22 △ 32 △ 14 10 △ 1 △ 29 11 8 7 △ 23 △ 8 △ 18 25

前 6 9 57 1 5 1 7 2 2 2 2 4 24 7

年 25 99 710 51 36 6 90 32 21 13 55 30 289 87

※数字は速報値ですので、今後変わる場合があります。

１ １２月の総出火件数は４９件で、前年同月に比べ８件減少（１４．０％減）しました。

・建物火災は３３件（８件減）、林野火災０件（１件減）、車両火災は４件（増減なし）、その他火災は１２件（１件増）となっています。

・建物火災は全火災の６７．３％でした。

２ １２月の火災による死者は６人で前年同月と同数、負傷者は１０人で前年同月に比べ１人増加しました。

３ 出火原因の第１位は「たき火」、「放火の疑い」、「ストーブ」でそれぞれ３件でした。

・「放火」と「放火の疑い」を合わせた件数は３件（６.１％）です。
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★　令和６年の火災概況（速報）がまとまりました
令和６年の火災は６７８件と、昨年から３２件減少しました。

出火原因１位は昨年に引き続き「たき火」となっております。

◆たき火や火入れなどによる火災を防ぐために
　・周囲に燃えやすいものがない場所で行う ・乾燥注意報等が出ているときや、風の強いときはやめる

　・水バケツ、消火器等による消火の準備をする ・少しずつ燃やし、着衣着火・やけど等に注意する

　・火を消すまでその場を離れない ・再び燃え出さないよう、完全に火が消えたことを確認する

◆放火による火災を未然に防ぐ
　・住宅の周辺に燃えやすいものを放置しない →新聞やチラシの放置や洗濯物の取り込み忘れに注意しましょう。

　・ゴミは決められた日時に決められた場所に出す →前日のごみ出しや、ごみの放置は狙われます。

　・隣近所とコミュニケーションを取り、地域ぐるみで監視する →家の周辺を明るくし、狙われにくい地域づくりを心がけましょう。

★　２０２４年度　全国統一防火標語

 守りたい　未来があるから　火の用心

★　住宅用火災警報器を設置しましょう！！

■　県内の令和６年６月時点の設置率は８２．１％！

消防法の改正により、県内では平成23年5月31日までの設置が義務化された、住宅用火災警報器の設置率（令和６年６月時点）が７月に公表されました。

全国における住宅用火災警報器の設置率は８４．５％、岐阜県における設置率は８２．１％となっており、前回の８２．１％から変化はありません。

４７都道府県中、岐阜県の設置率は２６番目となります。

○設置義務のある場所 設置率 参考(前回) 条例適合率
寝室と寝室がある階の階段上部（寝室が２階以上の場合） R6.6 R5.6 R6.6

全国 84.5% 84.3% 0.2 66.2%
・新設住宅　平成18年6月～　　・既存住宅　平成23年6月～ 岐阜県 82.1% 82.1% 0 63.8%

あなたや家族の大切な命を守るために、一日も早い住宅用火災警報器の設置をお願いします。

増減

また、放火及び放火の疑いを合わせると、出火原因の１位となります。

自分で直接火を扱うときに注意することはもちろん、放火されやすい環境となっていないか確認してみましょう。
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